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６
月
定
例
会
は
、

　

６
月
定
例
会
は
、
1616
日
か
ら

日
か
ら
1919
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
1515
件
（
専
決
処
分
２
件
、
条
例
改
正
５
件
、
補
正
予
算
４
件
、
契
約

件
（
専
決
処
分
２
件
、
条
例
改
正
５
件
、
補
正
予
算
４
件
、
契
約

１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
報
告
１
件
）
お
よ
び
議
員
発
議
１
件
、
合
わ
せ

１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
報
告
１
件
）
お
よ
び
議
員
発
議
１
件
、
合
わ
せ

てて
1616
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
陳
情
は
１
件
提

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
陳
情
は
１
件
提

出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
会
開
催　

６
月
定
例
会
は
国
保
議
会
と
も
い
わ
れ
、

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
決
め
る
税
条

例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
財
政
運
営
主
体
が

市
町
村
か
ら
県
に
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

按
分
率
等
は
従
来
ど
お
り
村
で
算
定
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
当
該
年
度
に
必
要
と

な
る
医
療
給
付
費
や
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

介
護
納
付
金
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ら

れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
加
入
者
の

所
得
や
加
入
者
数
、
加
入
世
帯
数
を
基
に
算

出
す
る
も
の
で
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
の
は
主
に
個
人
事

業
者
（
営
業
・
農
業
等
）、
短
時
間
勤
務
労

働
者
や
年
金
で
生
活
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　

今
年
度
の
特
徴
は
令
和
７
年
産
米
の
米
価

の
上
昇
に
加
え
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や

譲
渡
所
得
の
増
加
に
よ
り
課
税
標
準
額
が
前

年
比
19
・
７
％
の
伸
び
や
令
和
11
年
度
か
ら

の
税
率
の
県
下
統
一
を
踏
ま
え
、
一
人
当
た

り
及
び
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
課
税
額
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
12
・
69
％
、

13
・
22
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
国
保
税

今
年
度
の
国
保
税

冷暖房設置工事など冷暖房設置工事など

１人当たり
平均課税額
13万4,836円
（前年比12.69％増）

１世帯当たり
平均課税額
19万1,858円
（前年比13.22％増）

令和８年度　国民健康保険税按分率
項　　　　　目 令和８年度 令和７年度 比　較

応
　
能

所　得　割

医療給付費 6.19％ 6.24％ 0.05％減
後期高齢者支援金 2.52％ 2.40％ 0.12％増
介護納付金 2.25％ 2.18％ 0.07％増
子ども・子育て支援金 0.30％ ― 皆増

応
　
益

均　等　割
（加入者１人当たり）

医療給付費 24,300円 23,100円 1,200円増
後期高齢者支援金 10,000円 8,900円 1,100円増
介護納付金 11,500円 10,800円 700円増
子ども・子育て支援金 ※1,300円 ― 皆増

平　等　割
（１世帯当たり）

医療給付費 19,100円 19,700円 600円減
後期高齢者支援金 7,800円 7,600円 200円増
介護納付金 6,800円 6,900円 100円減
子ども・子育て支援金 900円 ― 皆増

※18歳以上の被保険者のみ
項　　　　　目 令和８年度 令和７年度 比　較

賦課限度額
（税の上限額）

医療給付費 67万円 66万円 １万円増
後期高齢者支援金 26万円 26万円 （据え置き）
介護納付金 17万円 17万円 （据え置き）
子ども・子育て支援金 3万円 ― 皆増
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議案番号 議　　　　　案　　　　　名 結　　果
議案第30号 大玉村税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案可決

議案第31号 令和７年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を求めることについて（３月専決） 原案可決

議案第32号 大玉村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第33号 平成23年東日本大震災による被災者に対する村民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免
に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第34号 大玉村社会教育委員設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第35号 大玉村介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第36号 アットホームおおたま設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第37号 令和８年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第38号 令和８年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第39号 令和８年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第40号 令和８年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第41号 大玉村立小中学校学習用タブレット端末購入に係る物品売買契約について 原案可決

議案第42号 村道路線の認定について 原案可決

議案第43号 大玉村農業委員会委員の任命について 同　　意

議員発議第７号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決

６月定例会　議決結果６月定例会　議決結果

　

平
成
28
年
か
ら
農
業
委
員
会

委
員
は
、
選
挙
を
行
う
「
公
選

制
」
か
ら
、
公
募
を
行
い
村
長

が
任
命
す
る
「
任
命
制
」
に
法

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
７
月
20
日

か
ら
の
新
た
な
農
業
委
員
会
委

員
９
名
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
11

年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。
新
し
い
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。�

（
敬
称
略
）

　

氏　

名　
　
　

住　

所

渡
邉　

康
男　

玉
井
字
大
橋

後
藤　
　

忠　

玉
井
字
茱
塚

安
田
賢
太
郎　

大
山
字
島
向

遠
藤　

勝
栄　

大
山
字
大
皿
久
保

佐
原　

弘
美　

大
山
字
明
路
内

遠
藤　

清
人　

大
山
字
池
下

小
沼　

久
幸　

玉
井
字
馬
喰
内

佐
原
洋
一
郎　

玉
井
字
反
田

古
川　

沙
織　

玉
井
字
西
庵

大
玉
村
農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
任
命
の
同
意

人 

事 

案 

件

大玉中体育館の大玉中体育館の

令和８年度　６月補正予算
会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

一般会計 2億8,351万円 52億8,441万円
国民健康保険特別会計 136万円 7億9,833万円
介護保険特別会計 180万円 9億1,947万円
水道事業会計（収益的支出） ― 1億6,596万円

一 般 会 計【歳出　主なもの】
○ コミュニティ施設整備事業補助金� 300万円
○ 大玉村を知りたい・行きたいプロジェクト事業業務委託料�880万円
○ 地域活性化起業人制度業務委託料� 400万円
○ 道路等維持補修工事費� １億円
○ 工業団地基本設計等業務委託料� 2,167万円
○ 体育館空調設備設置工事費� 8,800万円※水道事業会計は、収益的支出の水道事業費用の予算総額※水道事業会計は、収益的支出の水道事業費用の予算総額

を変えない編成を行った。を変えない編成を行った。
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　
　
７
人
の
議
員
が
登
壇

６月定例会では、６月18日に６人、19日に１人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約した内容は、通告順に５ページから11ページです。

※一般質問…議員が村の行財政全般にわたって、村に対し説明を求めまたは所信をただすこと。
　　　　　　大玉村議会の一般質問は、一人30分以内で答弁時間は含まない。

斎
さい

藤
とう

　信
しん

一
いち １．地域活性化起業人制度の検証を

２．小規模事業者に金融と経営の支援を ５ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り １．命を守る行動を

２．プログラミング教育の推進を ６ページ

渡
わた
邉
なべ
　啓
けい
子
こ １．施設けんしんができる病院の拡充を

２．ごみの分別と減量化のさらなる推進を ７ページ

菅
すが
原
はら
　貴
たか
子
こ １．医療的ケア児のコーディネーター配置は

２．（仮称）大玉スマートＩＣの情報発信は ８ページ

三
さん
瓶
ぺい
　賢
けん
一
いち

１．組加入の現状と課題を問う ９ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう １．原油高騰の影響から暮らしと経営を守る

２．支障木の伐採をより迅速に 10ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．介護保険制度の充実を

２．一人暮らし世帯の課題と対応は 11ページ

６月定例会に提出された陳情

意見書１件を提出

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

「地方財政の充実・強化を求める意見書」
の提出を求める陳情について

二本松市高田
日本労働組合総連合会福島県連合会
二本松・安達地区連合会　議長　髙橋　誉

総務文教 採　択

意　見　書 提　出　先

地方財政の充実・強化を求める意見書
内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、国土交通大
臣、デジタル大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生）、内閣府特
命担当大臣（経済財政政策）、衆議院議長、参議院議長

※意見書とは…�地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめたもの。地方自治法第99条には、
「地方自治体の議会は、当該普通公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出
することができる」と規定されている。具体的には、議員が発議して本会議にはかり、議長名で関係機関
に提出する。

議員発議
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一 般 質 問

議
員 斎

藤 

農
業
振
興
公
社
に

新
規
就
農
者
確
保
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
補
佐
官

が
配
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
実
績
や
専
門
性
、
派

遣
企
業
の
選
定
理
由
は
。

産
業
建
設
部
長 

宮
城
県

利
府
町
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
農
業
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
管
理
し
、
梨

農
家
の
担
い
手
不
足
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
新
規
就
農
者
募
集
に

必
要
な
広
告
や
メ
デ
ィ
ア

運
営
の
専
門
的
知
見
も
あ

る
。
企
業
３
社
の
中
で
実

務
経
験
が
あ
る
企
業
に
決

定
し
た
。

斎
藤 

ど
の
よ
う
な
成
果

を
期
待
す
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

将
来
の

担
い
手
の
確
保
や
育
成
、

就
農
支
援
の
構
築
で

あ
る
。

斎
藤 

ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
の
か
。
成
果
に
よ
っ

て
は
契
約
の
見
直
し
は
あ

る
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

日
々
の

業
務
の
進
捗
確
認
や
毎
月

の
活
動
報
告
で
評
価
を
行

う
。
成
果
が
確
認
で
き
な

け
れ
ば
契
約
を
終
了
す
る

こ
と
も
で
き
、
負
担
金
も

勤
務
実
績
に
応
じ
た
支
払

い
と
な
る
。

斎
藤 

契
約
や
事
業
執
行

の
透
明
性
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

村
は
振

興
公
社
に
業
務
を
委
託

し
、
公
社
が
起
業
人
に
再

委
託
す
る
場
合
は
村
の
承

認
が
必
要
と
な
る
。
役
員

会
な
ど
で
事
業
を
確
認

し
、
適
正
な
執
行
に
努
め

る
。

斎
藤 

原
材
料
費
や
光
熱

費
、
物
流
費
の
高
騰
に
加

え
、
人
手
不
足
も
重
な

り
、
小
規
模
事
業
者
は
利

益
を
削
り
な
が
ら
経
営
を

続
け
て
い
る
。
村
は
現
状

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長 

多
く
の

事
業
者
が
価
格
転
嫁
で
き

ず
利
益
が
減
少
す
る
な

ど
、
経
営
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。
商
工
会
の
調
査
で
多

く
の
事
業
者
が
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
今
後
の

経
営
の
見
通
し
は
厳
し
い

と
回
答
し
て
い
る
。

斎
藤 

融
資
制
度
の
限
度

額
や
融
資
期
間
の
拡
充
、

利
子
補
給
制
度
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 
制
度
の

利
用
実
績
や
商
工
会
と
の

協
議
、
財
政
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・�

和
牛
登
録
検
査
場
の
環
境
整
備
を

斎
藤 

「
借
り
て
終
わ
り
」

で
は
な
く
「
借
り
て
立
て

直
す
」
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
金
融
と
経
営
を
併
せ

て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

産
業
建
設
部
長 

経
営
改

善
や
販
路
開
拓
も
重
要
で

あ
り
、商
工
会
と
連
携
し
、

国
、
県
の
支
援
制
度
も
活

用
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

斎
藤 

地
域
事
業
者
を
守

る
た
め
の
踏
み
込
ん
だ
支

援
の
考
え
は
。

村
長 

商
工
会
や
企
業
連

絡
協
議
会
な
ど
の
懇
談
を

通
し
て
経
営
状
況
を
把
握

し
、
財
源
も
含
め
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

斎さ
い

藤と
う

信し
ん

一い
ち

質問趣旨

地域活性化起業人制度の運営体制を強化し、事業執行の
透明性を問う。

地域活性化起業人制度の検証を

質
問
趣
旨

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
や
経
営
支
援
の

あ
り
方
を
考
え
る
。

小
規
模
事
業
者
に
金
融
と
経
営
の
支
援
を
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一 般 質 問

議
員
佐
原 

新
た
に
作
成

す
る
百
日
川
の
水
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

防
災
気
象
情
報
の
変

更
内
容
を
反
映
し
、

周
知
す
る
考
え
は
。

住
民
福
祉
部
長 

こ

れ
ま
で
の
防
災
フ
ァ

イ
ル
に
追
加
や
変
更

箇
所
の
差
し
替
え
が

で
き
る
よ
う
に
作
成
し
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

今
後
実
施
予
定
の
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
周
知
し
て

い
き
た
い
。

佐
原 

行
政
区
や
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
て
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
会

な
ど
を
実
施
す
る
考
え
は
。

住
民
福
祉
部
長 

要
請
に

応
じ
て
職
員
が
伺
い
実
施

し
て
い
る
。
９
月
の
防
災

フ
ェ
ア
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
自
分

の
住
む
地
域
を
確
認
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る

予
定
で
あ
る
。

佐
原 

防
災
フ
ェ
ア
で
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
な
が
ら
実
践
的
な
訓
練

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

住
民
福
祉
部
長 

防
災
フ

ェ
ア
は
楽
し
み
な
が
ら
学

ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

る
。
実
践
的
な
訓
練
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
進
め

て
い
き
た
い
。

家庭に配付されている防災ファイル

大竹國民中學でドローンを操作する大玉中の生徒
（令和６年）

佐
原 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
課
題
は
。

教
育
部
長 

教
員
の
負
担

や
教
材
の
不
足
、
安
全
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
、

手
書
き
を
す
る
機
会
の
減

少
、
適
切
な
メ
デ
ィ
ア
バ

ラ
ン
ス
※
が
課
題
で
あ
る
。

佐
原 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
教

材
の
充
実
は
。

教
育
部
長 

10
月
以
降
を

目
標
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器

の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

教
育
長 

学
年
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
必

要
な
教
材
が
あ
れ
ば
学
校

と
連
携
を
し
な
が
ら
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

佐
原 

体
験
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
導
入
す

る
考
え
は
。

教
育
部
長 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特

化
し
た
企
業
が
身
近
に
あ

り
、
協
力
を
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
検
討
し
、
情

報
収
集
に
努
め
た
い
。

佐
原 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
身
に
付
け
て
ほ
し

い
力
は
。

教
育
長 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
は
自
分
で
考
え
て

判
断
し
、
複
雑
な
社
会
を

生
き
抜
く
力
を
育
て
る
た

め
の
一
つ
の
手
立
て
で
あ

る
。
最
終
的
に
自
分
の
力

で
生
き
る
力
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
。

※
メ
デ
ィ
ア
バ
ラ
ン
ス
…

　

�

心
身
と
も
に
健
康
で
幸

せ
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

と
睡
眠
や
食
事
、
趣

味
、
家
族
と
の
時
間
な

ど
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
両

立
さ
せ
る
こ
と
。

質
問
趣
旨

Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
が
急
速
に
進
展
し
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
く
学
べ
る
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
を

質問趣旨

ハザードマップから危険箇所を読み取り、防災意識を
高め、災害時の行動につなげる。

命を守る行動を 佐さ

原わ
ら

佐さ

百ゆ

合り
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一 般 質 問

議
員

早期発見、早期治療を

回収されずに残されたごみ

渡
邉 

郡
山
市
内
で
基
本

検
診
が
で
き
る
施
設
け
ん

し
ん
実
施
医
療
機
関
は
。

住
民
福
祉
部
長 

総
合
南

東
北
病
院
、
桑
野
協
立
病

院
の
２
医
療
機
関
で
あ

る
。

渡
邉 

子
宮
が
ん
検
診
が

で
き
る
郡
山
市
内
の
病
院

が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

保
健
課
長 

安
達
管
内
で

婦
人
科
検
診
を
受
診
で
き

る
医
療
機
関
が
少
な
く
、

以
前
か
ら
郡
山
医
師
会
と

契
約
し
検
診
を
進
め
て
き

た
た
め
受
診
で
き
る
郡
山

の
医
療
機
関
が
増
え
て
い

る
。

渡
邉 

郡
山
市
内
の
か
か

り
つ
け
医
で
施
設
け
ん
し

ん
を
受
診
し
た
い
方
も
い

る
。
郡
山
市
内
の
病
院
を

増
や
せ
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

施
設
け

ん
し
ん
実
施
医
療
機
関
の

拡
大
は
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
で
あ
る
。
特
定
健
診

は
県
全
体
で
の
見
直
し
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
県
内
統
一

に
あ
わ
せ
、
県
内
の
ど
こ

で
も
希
望
す
る
医
療
機
関

で
受
診
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

渡
邉 

ご
み
の
分
別
の
効

果
的
な
啓
発
は
。

住
民
福
祉
部
長 

広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
て
い
る
。
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
の
冊
子
を
分

か
り
や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
12
月
頃
に
全
戸
配

付
す
る
予
定
で
あ
る
。

渡
邉 

ご
み
の
減
量
化
対

策
は
。

住
民
福
祉
部
長 

村
で
は

食
べ
残
し
を
減
ら
す
ダ
ブ

ル
ク
オ
ー
タ
ー
運
動
※
を

商
工
会
や
飲
食
店
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

渡
邉 

小
中
学
校
で
は
、

ご
み
の
分
別
や
環
境
問
題

を
学
ぶ
機
会
は
。

教
育
部
長 
小
学
４
年
生

は
、
も
と
み
や
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
ご

み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
学
ん
で
い
る
。
中
学
校

で
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
授
業
、
生
徒
会
の
ア
ル

ミ
缶
回
収
を
通
し
て
学
習

し
て
い
る
。

渡
邉 

ご
み
収
集
日
の
朝

は
役
場
裏
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
周
辺
が
渋
滞
し
危

険
で
あ
る
と
一
般
質
問
を

し
て
き
た
が
、
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

居
住
地

域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用
を
推
進
し
、
ご
み

出
し
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
向
上
を
啓
発
し
て
い
き

た
い
。
改
善
が
見
ら
れ
な

い
場
合
は
、
管
理
上
の
カ

メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

※�

ダ
ブ
ル
ク
オ
ー
タ
ー
運

動
…
懇
親
会
な
ど
の
最

初
と
最
後
の
15
分
間
は

席
を
立
た
ず
に
食
事
を

す
る
こ
と
で
食
べ
残
し

を
減
ら
す
村
の
取
り
組

み
。

質
問
趣
旨

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
さ
れ
な
い
ご
み
を
度
々
見
か
け
る
。

正
し
い
分
別
の
徹
底
と
ご
み
の
減
量
化
が
必
要
で
あ
る
。

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を

質問趣旨

生活習慣病の予防、早期発見、早期治療には、
健診を受けやすくすることも重要である。

施設けんしんができる病院の拡充を渡わ
た

邉な
べ

啓け
い

子こ
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一 般 質 問

議
員
菅
原 

県
の
統
計
で

は
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
２
５
年
の
５
年

間
で
医
療
的
ケ
ア
児

が
１
・
５
倍
に
増
え

て
い
る
。
村
内
に
は

何
名
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

２

名
い
る
が
、
公
的
医

療
支
援
は
必
要
と
し

て
い
な
い
。

菅
原 
医
療
的
ケ
ア
児
の

増
加
に
伴
い
、
県
は
支
援

体
制
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
い
つ
頃

ま
で
に
配
置
す
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

今
年
度

内
に
安
達
管
内
の
３
市
村

共
同
で
配
置
を
計
画
し
て

い
る
。
障
害
者
相
談
支
援

事
業
所
と
委
託
契
約
に
よ

り
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

菅
原 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
医
療
的
ケ
ア
児
の

支
援
に
重
要
で
あ
る
。
養

成
の
計
画
は
。

住
民
福
祉
部
長 

安
達
管

内
の
障
害
者
相
談
支
援
事

業
所
に
受
講
を
促
し
、
安

定
的
な
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

菅
原　
（
仮
称
）
大
玉
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
関
連
事
業

の
進
め
方
と
実
施
状
況
を

伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

測
量
や

土
質
調
査
な
ど
の
作
業
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
村
は
将

来
の
自
立
と
発
展
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
と

と
も
に
、
周
辺
に
工
業
集

積
拠
点
と
地
域
振
興
拠
点

を
一
体
的
に
形
成
す
る
大

玉
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
を

掲
げ
て
お
り
、
地
権
者
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
次
第
、

企
業
誘
致
を
進
め
る
予
定

で
あ
る
。

菅
原 

村
民
や
関
係
者
か

ら
円
滑
な
協
力
を
得
る
に

は
、
情
報
を
切
れ
目
な
く

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
村
の
考
え
は
。

産
業
建
設
部
長 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に

大
玉
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想

の
ま
ち
づ
く
り
が
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
情

報
発
信
を
心
が
け
て
い
き

た
い
。

地域の将来像と一体となった大玉ゲートウェイ構想

質
問
趣
旨

村
民
の
理
解
を
得
て
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
仮
称
）大
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
情
報
発
信
は

質問趣旨

たんの吸引や経管栄養などが必要な医療的ケア児と支援機関
を橋渡しするコーディネーターの現状を伺う。

医療的ケア児のコーディネーター配置は 菅す
が

原は
ら

貴た
か

子こ
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一 般 質 問

議
員 三

瓶 

自
治
会
の
組
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
数
と
加

入
率
を
伺
う
。

総
務
課
長 

令
和
４
年
４

月
は
２
１
８
９
世
帯
、
８

年
４
月
は
２
１
８
７
世
帯

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
参
考

数
値
だ
が
、
住
民
基
本
台

帳
上
の
組
に
加
入
す
る
世

帯
数
の
割
合
は
４
年
４
月

が
72
・
22
％
、
８
年
４
月

が
67
・
35
％
で
あ
る
。

三
瓶 

組
の
加
入
率
の
傾

向
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長 

世
帯
数
が
増

え
て
も
組
の
加
入
率
に
つ

な
が
ら
な
い
の
は
、
世
帯

分
離
や
ア
パ
ー
ト
の
増
加

も
主
な
要
因
と
推
察
さ
れ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

三
瓶 

組
な
ど
が
設

置
し
て
い
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
何
箇

所
あ
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

１

１
２
カ
所
で
あ
る
。

三
瓶 
役
場
裏
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
組
に
加
入

さ
れ
て
い
な
い
方
の
受
け

皿
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 
役
場
裏

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

役
場
か
ら
出
る
ご
み
の
集

積
所
と
し
て
設
置
し
て
い

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

い
る
。
今
後
は
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

三
瓶 

一
人
暮
ら
し
や

老
々
世
帯
の
方
が
組
を
抜

け
る
問
題
が
あ
る
が
、
村

の
考
え
は
。

総
務
部
長 

組
に
よ
っ
て

は
役
員
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
な
ど
の
作
業
を
免

除
し
て
い
る
組
も
あ
る
。

村
と
し
て
は
組
や
区
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
に
、

区
や
組
の
実
態
、
他
の
市

町
村
の
取
り
組
み
を
学
ん

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
瓶 

自
主
防
災
組
織
の

数
は
。

住
民
福
祉
部
長 

７
団
体

が
あ
る
。

三
瓶 

組
織
を
立
ち
上
げ

る
際
の
村
の
支
援
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

村
担
当

職
員
が
必
要
に
応
じ
て
各

地
域
に
伺
い
、
自
主
防
災

組
織
の
役
割
や
必
要
性
を

説
明
し
、
立
ち
上
げ
に
必

要
な
書
類
作
成
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。

三
瓶 

組
に
は
、
地
域
の

環
境
整
備
や
防
災
、
防
犯

な
ど
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る

働
き
が
あ
る
。
転
入
し
て

き
た
世
帯
や
未
加
入
世
帯

が
組
に
加
入
し
て
も
ら
え

る
よ
う
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

総
務
部
長 

窓
口
で
組
へ

の
加
入
を
今
ま
で
以
上
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
加
入
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
そ
の
一
つ

と
し
て
区
長
会
の
意
見
交

換
会
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

組が運営する整然としたごみステーション

初めて開催された自主防災組織代表者会議（６月29日）

質問趣旨

村の人口増加率は県内トップだが、組の加入率の推移から
見えるコミュニティの問題は。

組加入の現状と課題を問う三さ
ん

瓶ぺ
い

賢け
ん

一い
ち
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一 般 質 問

議
員
須
藤 

原
油
高
騰
や

ナ
フ
サ
不
足
が
あ
ら

ゆ
る
事
業
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
村

内
で
は
ど
う
い
う
影

響
が
出
て
い
る
の
か

実
態
を
調
査
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
長 

現
状
を
大
変

危
惧
し
て
い
る
。
商

工
会
と
連
携
し
状
況
を
把

握
し
、
で
き
る
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

須
藤 

物
価
高
騰
対
策
の

村
独
自
の
支
援
策
の
考
え

は
。

村
長 

農
業
や
商
工
業
、

暮
ら
し
の
す
べ
て
を
支
援

す
る
の
は
村
の
財
政
規
模

か
ら
難
し
い
が
、
国
の
交

付
金
や
補
正
予
算
も
含

め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

須
藤 

村
だ
け
で
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
関
係
す

る
自
治
体
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
国
に
対
応
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長 

町
村
会
で
も
国
の

支
援
を
強
く
求
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
要
望
し
て
い

き
た
い
。

物価高騰が暮らしを直撃

燃料として活用が期待される支障木

須
藤 

支
障
木
の
土
地
の

所
有
者
が
地
元
で
は
分
か

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
行

政
が
土
地
所
有
者
に
連
絡

を
取
り
対
応
し
て
い
る
の

か
。
連
絡
が
取
れ
な
い
場

合
の
対
応
は
。

産
業
建
設
部
長 

土
地
の

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な

く
、
支
障
木
に
よ
り
安
全

な
通
行
に
支
障
を
来
す
場

合
は
、
道
路
法
や
民
法
に

よ
り
村
で
伐
採
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

須
藤 

道
路
を
ふ
さ
い
で

危
険
な
場
合
は
、
村
が
対

応
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

状
況
に

応
じ
て
村
が
対
応
で
き
る

も
の
は
対
応
し
た
い
。

須
藤 

伐
採
し
た
支
障
木

の
活
用
を
検
討
し
た
い
と

村
長
が
３
月
の
一
般
質
問

で
答
弁
し
た
が
、
活
用
の

方
策
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

村
内
で

ま
き
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し

て
い
る
方
が
燃
料
と
し
て

利
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

住
民
生
活
課
長 

ま
き
ス

ト
ー
ブ
の
購
入
に
補
助
金

を
交
付
し
た
方
と
支
障
木

の
利
活
用
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・
補
助
金
等
支
出
団
体
の
支
援
と
現
状
に
つ
い
て

質
問
趣
旨

土
地
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
支
障
木
に
苦
慮
し
て
い
る
。

行
政
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。

支
障
木
の
伐
採
を
よ
り
迅
速
に

質問趣旨

中東情勢の原油高騰やナフサ不足が暮らしを直撃している。
村ができる支援は。

原油高騰の影響から暮らしと経営を守る 須す

藤ど
う

軍ぐ
ん

蔵ぞ
う
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一 般 質 問

議
員

頭と体の健康倶楽部で健康寿命の延伸を

武
田 

第
10
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
来
春
の
策
定

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
業
務

委
託
契
約
を
締
結
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

介
護
保
険
運
営
協
議
会
に

お
い
て
計
画
の
概
要
や
骨

子
案
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

を
協
議
し
、
年
明
け
に
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
最
終
案
を
調
整

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

武
田 

計
画
策
定
に
向
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し

た
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

昨
年
度

に
高
齢
者
を
対
象

に
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

武
田 

来
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
を
抑
え
る
た
め

に
介
護
保
険
の
基
金
を
充

て
ら
れ
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

現
在
の

基
金
残
高
は
施
設
な
ど
に

支
払
う
給
付
費
の
１
カ
月

分
ほ
ど
な
の
で
、
保
険
料

に
充
て
る
こ
と
は
難
し
い
。

武
田 

介
護
保
険
の
財
政

構
造
に
問
題
が
あ
る
と
思

う
。
国
の
負
担
を
増
や
す

よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長 

社
会
保
障
制
度
を

手
厚
く
し
て
ほ
し
い
と
感

じ
て
い
る
。
町
村
会
で
も

要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

武
田 

村
の
人
口
や
家
族

構
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
き
た
の
か
。

住
民
生
活
課
長 

令
和
７

年
と
30
年
前
の
平
成
７
年

を
比
較
す
る
と
人
口
は
８

３
３
９
人
か
ら
８
８
１
０

人
、
世
帯
数
は
１
８
０
３

世
帯
か
ら
３
２
４
７
世
帯

に
増
え
、
一
世
帯
当
た
り

は
４
・
63
人
か
ら
２
・
71

人
に
減
っ
て
い
る
。

武
田 

一
人
暮
ら
し
世
帯

が
増
え
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
ど

う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

孤
立
や

孤
独
感
、
高
齢
の
心
身
の

影
響
に
よ
る
日
常
生
活
の

困
難
、
死
後
へ
の
不
安
な

ど
の
解
消
が
課
題
と
考
え

る
。
こ
れ
ま
で
担
当
課
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
支
援
、
民
生
委
員

に
よ
る
訪
問
な
ど
で
対
応

し
て
き
た
。
今
後
は
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
体
制
の
構
築
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

武
田 

判
断
能
力
が
衰
え

て
き
た
場
合
に
備
え
て
、

成
年
後
見
制
度
や
市
民
後

見
制
度
、
法
人
後
見
制
度

が
重
要
に
な
る
。
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
の
日
常
だ

け
で
な
く
、
亡
く
な
っ
た

後
ま
で
の
支
援
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

成
年
後

見
制
度
の
理
解
と
必
要
性

の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
密
に
し
、
行
政

と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
方

の
支
援
な
ど
体
制
の
構
築

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

質
問
趣
旨

国
勢
調
査
で
人
口
が
増
え
て
い
る
が
、
家
族
構
成
が
変
化
し
、

一
人
暮
ら
し
世
帯
も
増
え
て
い
る
。
村
の
取
り
組
み
は
。

一
人
暮
ら
し
世
帯
の
課
題
と
対
応
は

質問趣旨

３年に一度改定される介護保険事業計画が住民のニーズ
を反映した村民に寄り添った制度にするために。

介護保険制度の充実を武た
け

田だ

悦え
つ

子こ
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の意見の広場の意見の広場 ６月16日（火）６月16日（火）
居場所（コミュニティ）を話し合おう

　テーマの「元気になる」というキーワードでは、大玉は米がう
まい、安達太良山がある、自然が豊かという意見がありました。
「居場所」や「コミュニティ」を実現するため、維持するために
何が必要かとの問いに、人、技術、勉強、研究と答えたグループ
もありました。
　私たち議員は、子どもらしい自由な発想や村への思いに感心
し、元気いっぱいの６年生に圧倒され、新鮮でした。
　最後に校長先生と教頭先生から講評をいただきました。

　班の名前を決めて、班ごとに６年生が
発表し、みんなの意見を共有しました。
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大山小６年生と議会大山小６年生と議会
大玉のみんなが集い、元気になるテーマ

　大山小の６年生が議会を傍聴したいという話がきっかけで、「大
山小６年生の42名と議会の意見の広場」を開催することができま
した。初めての試みです。まず、議会を知ってもらうために、議会
とは何か、議員はどんな仕事をしているか、何歳になると議員に立
候補できるかを話しました。身近な暮らしの課題を解決することも
政治であり、人づくりや地域づくりも大事なことも話しました。
　６年生と議員が４つの班に分かれ、自己紹介の後、テーマの「み
んな」とは、「集う」とは、「居場所」とは何かを話し合いました。
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　大玉村の議
員さんたちと
大玉村のよい
ところなどを
話し合いまし
た。議員さん
たちは、ぼく
たちの話をし

っかり聞いてくれました。議会
の見学では、議員さんは30分と
いう限られた時間の中で質問す
ることを知りました。

　議会の見学
をして、村の
子どもたちの
ことを真剣に
考えている様
子が伝わって
きて、すごい
と思いまし

た。他にも施設けんしん契約病
院の拡大など、村民のことを考
えて話し合っていることがよく
分かりました。

　議会見学で
ぼくは渡邉議
員さんの一般
質問が印象に
残りました。
理由は、村の
人たちの生活
習慣病の早期

発見や、ずっと健康でいるため
にはどうするかを考えてくれて
いるのがよく分かったからで
す。

　議員さんと
どうしたら安
心して暮らせ
るかについて
話し合いまし
た。否定しな
いで聞いてく
れてうれしかっ

たです。２時間でたくさん大玉村
のことを考えました。村議会で
は、みんなを納得させるような話し
方で、真剣に話し合っていました。

　議会の見学
では、みんな
が真剣に話し
合っていまし
た。その中で、
10月にタブレ
ットが新しく
なるという発

言が心に残りました。６月19日
の会議で決まるそうです。ぼく
たちのことも話し合ってくれて
いることが分かりました。

　議員さんと
の交流や議会
見学を通し
て、議員さん
たちが話し合
っていること
（政治）は、私
たちにとって

遠い話ではなく、身近なことな
んだと気づくことができまし
た。議員の皆さん、ありがとう
ございました。

　議会を見学
して驚いたこ
とは、議員さ
ん全員、真剣
だったことで
す。前に話し
合いをした時
には、やさし

い印象だったけど、村民が快適
に暮らせるように、真剣に話し
合っていることがわかりまし
た。

　議会を見学
して、議員さ
んたちは大玉
村全員のこと
を思いながら
話し合ってい
るのが伝わっ

てきました。みんな真剣に話し
合っていて、かっこいいと思い
ました。

　大玉村に住
む私たちのた
めにこんなに
話し合ってく
れていること
を考えると、
私もごみの分
別などはでき

ることなので、がんばりたいな
と思いました。「村をもっとよ
くしたい」という議員さんたち
の思いが伝わってきました。

　議会見学を
して、議場で
は村長さんよ
りも議長さん
の立場が上だ
ということに
驚きました。
また、ぼくは

大玉村がきれいだと思っていま
したが、ごみステーションや分
別の仕方など、意外と問題を抱
えていることにも驚きました。

つなぐつながる笑顔第18回
笑顔COUNTER

今号に登場したのは10人
0 1 2 2

柳田　朝柊 さん

岡崎　栞里 さん

杉原　千尋 さん

遠藤　凜花 さん

北山　結翔 さん

國分　紗羅 さん

遠藤　和希 さん

大内　歩 さん

本田くるみ さん

菊地　圭悟 さん

　６年生が６月18日に議会を
傍聴しました。
　６月16日の「大山小６年生
と議会の意見の広場」や議会
を傍聴した感想を紹介します。

大山小６年生の大山小６年生の
感　想感　想
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